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SS&Cイントラリンクスは、グローバルバンキング、ディールメイキング、プライベートエクイティ、キ
ャピタルマーケットコミュニティ分野向けのバーチャルデータルーム（VDR）をはじめとするソフト
ウェアおよびサービスを提供する大手金融テクノロジープロバイダーとして23年以上の実績を誇
ります。弊社のソリューションは、バイサイド/セルサイドM&Aディール管理、オルタナティブ投資資
金調達および投資家レポート、債券と株式の資本調達、シンジケートローン管理、銀行/証券/法
務分野のコラボレーションをサポートします。世界中で行われるM&A取引の多くと初期段階から
関わることで、将来公表されるであろうM&Aのディール件数を、独自の知見で予測しています。

SS&Cイントラリンクス ディール・フロー・プレディクターは、初期段階のM&A活動（準備段階または
デューデリジェンス段階に達したセルサイドのM&Aディール）を追跡調査することで、今後のM&A
活動の公表件数を予測します。こうした初期段階のディールとは、通常、ディール公表前の平均6
カ月前を指します。

今号のSS&Cイントラリンクス ディール・フロー・プレディクターでは、今後6カ月間の公表済みM&A活
動の予測のほか、インフラストラクチャー部門のM&A、Trethera社のCEO兼会長のケン・シュルツ（Ken 
Schultz）医学博士へのインタビューを特集します。シュルツ氏は、20年以上のグローバルな取引で
専門知識を蓄積した経験豊富なバイオ医薬品部門の幹部であり、インタビューではそのキャリア
を通じて主導してきた事業取引の内情を特別に明かしてもらいます。

SS&Cイントラリンクス ディール・フロー・プレディクターは、世界で発表されるM&Aディール件数（リフィニティブ 2社による報告） 
に関する将来的変動を予測する正確な6カ月先行指標として認められています1。 

リフィニティブ社が発表したM&Aディール件数の前年比成長率 (%)と 
イントラリンクスによる次の2四半期の予測中央値

全世界の 
M&A活動予測 

インフラストラクチャー、 
M&A、そして保護貿易主義

インタビュー： 
ケン・シュルツ医学博士

（Ken Schultz, M.D.）
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[1] https://www.intralinks.com/resources/publications/intralinks-dfp-explained 

[2] https://thesource.refinitiv.com/thesource/getfile/index/ccfa0895-7ebc-47bf-ae65-b1f792034ee2 イントラリンクスは、リフィニティブ社による過去
4四半期の公表ディール件数についてのデータを独自に調整し【調整値】、公表ディール件数における将来の変動見通しを報告しています。
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過去6カ月にわたる世界のバーチャルデータルームでの初期段階のデューデリジェンスM&A活動に
おける件数に基づき、イントラリンクスの予測モデルでは、2020年1-3月期までの今後6カ月に公表
される世界のM&Aディール件数は、前年同期比で6%増加し（+1%～11%の範囲内）、その成長を牽引
する業種は、TMT（テクノロジー、メディア＆テレコム）、原材料、エネルギー＆電力と見込まれます。
これは、全世界の公表ディール件数が前年比7%減少した2019年上半期からの著しい好転と言えます。

全世界のM&A公表ディール件数の2019年下半期の回復傾向は2020年に入っても続くと予測される
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アジア太平洋地域
弊社の予測モデルでは、APACの今後6カ月のM&A公表ディー
ル件数は、前年比約7%増加すると予測されます（+2%～+12%

の範囲内）。また、その成長を牽引する業種は、不動産、金融、
工業分野と見込まれます。

APAC全域で初期段階のM&A活動件数が増加を示しており、
特に、インド、日本、東アジア（中国、香港）がAPAC全体の成長
に大きく貢献すると予測されます。

EMEA
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ヨーロッパ/中東/アフリカ
ヨーロッパ/中東/アフリカの2020年1-3月期末までの今後6カ
月のM&A公表ディール件数は、前年比約5%増加すると予測
されます（+2％～+7％の範囲内）。また、同地域の成長を牽引
するのは、東ヨーロッパ、北ヨーロッパ（ベネルクスおよび北欧）、 
DACH（オーストリア/ドイツ/スイス）およびサハラ以南のアフリ
アにおける原材料、TMT（テクノロジー、メディア、電気通信）、
エネルギー＆電力分野と見込まれます。

欧州の5大経済国のうち、イタリア、スペイン、イギリス、ドイツは
今後6カ月間のM&A公表ディール件数において、前年同期比で
増加を示すと予測される一方、フランスは減少すると見込まれ
ます。
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ディールに関する知見はこちらから：

intralinks.com/jp/insights-all

中南米
弊社の予測モデルでは、LATAMの2020年1-3月期末までの今
後6カ月間のM&A公表ディール件数は、前年比約4%減少する
と予測され（+2%～-9%の範囲内）、医療、エネルギー＆電力、
工業分野が同地域の成長を牽引すると見込まれます。

LATAMの最大経済国のうち、ペルー、コロンビア、ブラジル、チ
リがM&A公表ディール件数においていくらかの増加を示すと
予測される一方、アルゼンチンとメキシコでは横ばい、または
減少推移が見込まれます。

北米  
今後6ヶ月間の予測中央値：+7%

今後6ヶ月間の予測上限値：+15%

今後6ヶ月間の予測下限値：0%

緑に近い色 = 初期段階M&A
活動が増加（前年比）

黄色 = 初期段階 
M&A活動が安定（前年比）

赤に近い色 = 初期段階 
M&A活動が減少（前年比） 

北米
弊社の予測モデルでは、北米の2020年1-3月期末までの今後
6ヶ月間のM&A公表ディール件数は、前年比約7%増加すると
予測され（+15%～0%の範囲内）、主にカナダのディールメイキ
ング件数の増加により推進されます。また、その成長を牽引す
る主な業種は、TMT（テクノロジー、メディア、テレコム）、医療、 
原材料分野と見込まれます。
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中南米 
今後6ヶ月間の予測中央値: -4%

今後6ヶ月間の予測上限値：+2%

今後6ヶ月間の予測下限値：-9%
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イントラリンクス 
ディールマーケティング

イントラリンクスが複 雑 なディールメイキングプロセスを合 理 化します。 
煩雑な手作業を削減し、より優れた洞察とセキュリティを確保し、あらゆる場面
でNDA、CIM、そして企業の評判を保護しています。

ディールメイキングを合理化する方法をご確認ください。

www.intralinks.com/deal-marketing

•	 活動を自動的に把握し、手動追跡を削減
•	 取引記録や主要文書、バイヤーのリスト、活動およびプロファイルの保管

に専用ストレージを使用
•	 バイヤーが文書を閲覧した時期を確認してバイヤーの強い関心を追跡
•	 自動ウォーターマーク（透かし）により文書に適切なレベルのセキュリテ

ィを確保

Win. Win.

85% スピードアップ、 
95% ミスを削減*。 

*社内テストの結果に基づく
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スポットライト
インフラストラクチャー、M&A、保護貿易主義

インフラストラクチャーは常に重要な投資分野であり、 
政府と民間企業は共通の目的を達成するために協働す
ることの多い業種です。

しかしながら、インフラストラクチャーへの投資はグロー
バル化しテクノロジー主導になりつつあり、取引数が増
加するに従い国家安全保障の懸念も高まっています。つ
まり、国家または戦略的に重要と見なされるインフラスト
ラクチャーに関与する事業所有者に対して、政府はより
厳しい監視を求めています。

このような背景があるにも関わらず、インフラストラクチ
ャーは投資クラスとしての注目が高まっており、プライベ
ートエクイティから投資先として好まれる可能性が高い
と多くのM&A専門家は感じている、とあるディールメーカ
ーは指摘します。これについては、このセクターを詳しく
検証する価値が十分にあります。

例えば、2016年の大統領選挙でドナルド・トランプが公約
に掲げた1兆米ドルのインフラ投資や、中国の野心的な一
帯一路（BRI）構想を考えると、インフラセクターがホット
スポットであることは驚くことではありません。複数の国
で政府が道路や鉄道システム、通信ネットワークなどの
公共インフラを民営化することを選択しているように、こ
のセクターは現在、公共投資から民間投資へと移行して

機関投資家はプライベートエクイティと共に魅力的なタ
ーゲット企業を探して競合し、資金をインフラセクターに
直接投資することに高い関心を示しています。例えば、 
2017年にOntario Teachers’ Pension Planは、米国の主要
なクリーンエネルギー送電およびマイクログリッドプロジ
ェクトの開発会社であるAnbaricとの新たなパートナー
シップに20億米ドルを投資し、新しい開発会社、Anbaric 

Development Partnersを設立しました。このパートナー
シップは、北米のクリーンエネルギーインフラストラクチャ
ープロジェクトの開発を目的としており、老朽化した送電
網の再生を促進しています。

2018年初め、テマセクは、スイスの物流および貨物会社の
Kuehne + Nagelとも協働を開始し、ロジスティクスおよびサ
プライチェーンの最先端技術を開発する初期段階の企業
にグローバルに投資するための合弁会社を設立しました。

こうした事例は他にも多くありますが、多額の負債を抱え
る資本構造にとって理想的な投資手段であり、比較的安
定した非循環的な利益を模索するさまざまなタイプの投
資家にとって、このセクターが持つ魅力を示しています。

アジアの、特に中国の投資家は、インフラセクターの開発
と拡大において重要な役割を果たしています。中国の数
十億規模の一帯一路（BRI）構想では、中国企業と国有企
業が世界70か国以上でインフラプロジェクトに投資して
います。中国がこの野心的かつ長期的な開発プロジェク
トに1兆米ドル以上を費やすことが期待され、この規模は
第二次世界大戦後のマーシャル・プランにたとえられて
います。ただし、これまでに費やされた推定額は大きく異
なり、ある分析ではアジアで主に投資された金額は2,100

億米ドルにとどまります。

一方で、インフラ投資が国境を越えた買収企業からの関
心を高めているため、国家安全保障上の懸念も高まって
おり、その結果、中国のディールメーカーが同セクターへ
関与することはますます難しくなっています。

複数の高額取引が政府によってブロックされたことから、
中国企業によるオーストラリア、ヨーロッパ、北米での資
産の取得に関する問題が増加しているのです。

中国企業の買収努力に対するドイツの対応は、他の確立
された経済の発展をある程度象徴しています。

2016年5月に、中国の家電メーカー・グループの美的集団
（Midea）が工業オートメーション企業、KUKAの買収に

30億米ドル近くを費やしたこの取引は、工業国を誇るドイ

国境を越えた買収企業からのインフラ投資に対する
関心が高まるにつれ、国家安全保障上の懸念も高ま
っており、その結果、中国のディールメーカーが同セク
ターへ関与することはますます難しくなっています。

いる事実があります。個人投資家や、他の国の国有企業
でさえ、このギャップを埋めるために介入しています。

前述のように、プライベートエクイティはインフラセクター
への関心を高めています。一例としては、EQTパートナーズ
のインフラ投資顧問チームが、2年前にシンガポールの国
営投資会社、テマセク（Temasek）と提携したことです。EQT

インフラストラクチャーとテマセクは、東南アジア、インド、
韓国、日本、オーストラリア、ニュージーランドでの投資機会
を共同調査し、成長や開発、変革の可能性を秘めた通信、
輸送、エネルギー、環境、社会インフラ内に既存の資産を
持つ魅力的な企業の特定を目指しています。 
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ディールに関する知見はこちらから：

ツから歓迎されました。しかし、中国が他の複数の取引を
始動したことで、エンジニアリングのトップリーグにある
ドイツの地位を脅かす「技術流出」が懸念され、ムードは
一変しました。そのわずか数カ月後にFujian Grand Chip 

Investment Fund LPがドイツの半導体メーカー、Aixtron

の買収に乗り出すと、米国政府がこの買収に懸念を提起
したことからドイツ政府が最初の承認を撤回するという、
市場センチメントまで変化しました。これら一連の事象を
考慮すると、保護主義が高まっているという噂を否定する
ことは難しいものです。

米国の企業または事業における外国投資の国家安全保
障上の影響を検討する米国機関である対米外国投資委
員会（CFIUS）に続き、欧州連合はその外国直接投資ス
クリ―ニング規制を強化し、これは 2020年11月に完全に
有効となります。 この規制は、EUにとって戦略的に重要
とみなされる資産を保護することを目的としています。規
制強化の主な側面は、EU加盟国間の情報共有条項とな
ります。Aixtron買収取引のキャンセルは、ディールの「ホス
ト国」が取引自体に懸念を持たない場合でも、いかにそ
の取引が阻止される可能性があるかを示す一例となりま
した。

インフラセクターへの関与で困難に直面しているもう1つ
の中国企業は、ハードウェアにグローバル5Gモバイルネッ
トワークを提供しようとしている通信機器供給会社のフ
ァーウェイ（Huawei）です。同社は米国で政治的困難に直
面し、EUが5Gとサイバーセキュリティに関する新しい戦
略を開発している一方で、同社の欧州の潜在顧客は明確
な応答が得られていません。また、攻撃にさらされる機会
の増加や、攻撃者の潜在的なエントリーポイントの増加、
個々のサプライヤーのリスクプロファイルといった懸念が
提起され、インフラセクターの投資家が直面する課題を
示しています。

インフラの戦略的重要性とその国家安全保障との密接な
関係から、このセクターのディールは今後ますます監視
対象となる可能性が高まることを認識しておく必要があ
ります。そのため、ディールメーカーは特に注意を払い、
十分な時間を割り当て、インフラセクターの膨大な機会
を最大限活用できるようにする必要があるでしょう。

ディールに関する知見はこちらから：

intralinks.com/jp/insights-all
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インタビュー
バイオ医薬品最前線のビジネス開発に関するエピソード

バイオ医薬品部門の幹部であるケン・シュルツ医学博士は、
国際的なディールメイキングにおいて20年以上の豊富な
経験を誇ります。そのキャリアを通じて主導してきた事業取
引の内情についてお話を伺いました。 

AbbVie、Roche、Bristol-Myers Squibbとの記録
的な数十億ドル規模のバイオ医薬品取引（後
者は医薬品開発史上最大の規模）において極
めて重要な役割を果たし、また、小規模ながら
も事業に不可欠な取引の促進を担うなど、シュ
ルツ氏は、合併買収（M&A）およびライセンシン
グ取引分野の現場で確実な仕事をこなしてき
ました。 

医療サービス、製品開発、戦略的取引のディー
ルメイキングの世界に引き付けられた元救命
救急室の医師、シュルツ博士は、現在、ロサン
ゼルスを拠点とし、クラス初の小分子臨床試験
を進めている株式非公開の抗がん剤バイオ医
薬品企業であるTretheraのCEO兼会長を務め
ています。 

以前は、サンディエゴのバイオテクノロジー企
業で、薬物送達および腫瘍治療薬を専門とする
上場企業のHalozymeと、世界最大の医療機器
企業であるMedtronicでリーダーシップを発揮
していました。また、世界的なコンサルティング
会社のMcKinsey＆Companyに勤務し、さまざ
まな大手ヘルスケア企業にアドバイスを提供 
しました。テキサス工科大学で医学博士（M.D.）、  
スイスのIMDで経営学修士（MBA）、テキサス
A&M大学で文学士（BA）を取得しました。

シュルツ博士へのインタビューでは、特に興味
深い、これまでに関与された4つのディールに
ついてお話を伺い、それぞれの状況での深い洞
察と教訓を共有していただきました。この貴重
な情報を読者の皆様が各自の取引に活用して
いただければ幸いです。 
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Bristol-Myers Squibb – 複数のディール
を管理
状況 

ディールは奇妙な生き物です。事業開発部門で働いて
いる時はいつでも、たとえばレースに複数の馬がいて、
それらがすべて同時にゴールラインを越えるとは思い
ません。それでは、実際に写真判定が行われるならばど
うするでしょうか？ 

2017年9月14日、私がHalozyme社のイノベーション・戦略・
事業開発のバイスプレジデントを務めていた時、会社は当
時最大の薬物送達関連のディールを発表しました。BMSと
のそのディールは1億500万米ドルの先行投資で、ディール
の総額価値は18億米ドルでした。また、プレスリリースによ
り、ターゲットがチェックポイント阻害剤PD-1であることが
明らかになりました。PD-1は非常に注目されているターゲ
ットです。2025年までに、抗がん剤の収益の半分以上は免
疫腫瘍学関連の薬剤からもたらされると考えられます。 

興味深いことに、BMSのライバル企業であるRocheが、
ちょうど同じ日に我々の会社との取引に合意しました。 
Rocheはすでに、過去最高の販売高を誇る腫瘍薬注
射剤のHerceptin（トラスツズマブ）とRituxin（リツキシ
マブ）の2つの薬剤をHalozyme社との公的使用許諾
に基づき所有しています。私たちは、BMSが合意した
Halozymeテクノロジープラットフォームとまったく同じ
使用許諾取引1億9000万米ドルのうち、3000万米ドル
を先行投資すると公表しました。ですから、１つのダンス
に二人のお相手を誘い、それぞれ互いに相手を見つけ
てもらうようなものでした。そうした状況では本当に用
心しなければなりません。ディールは数字や財務上の
ものだけではないのです。実際に関係者を巻き込み、こ
うした状況を管理しなければなりません。関係者を無
視すると、自尊心や感情が傷つき、ダンスの相手がおら
ず一人とり残されるかもしれません。 

実際に何が起こったか

私たちにとっては、関係者を管理し、皆が大切であるこ
とを全員に伝え、先制戦略的な電話をかけて、すべての
パートナー（新規および既存の両方）に、Halozymeは、1
つの新たな取引だけでなく2つの取引によって生み出
された追加事業を引き受けることができると理解して
もらいました。 

BMSとの取引は非常に重要であったため、同社のEPS（1
株当たりの利益）を前進ベースで3年間に調整し（2017
年と2018年は約$0.01、2019年は約$0.05）、Halozymeと
の共同プレスリリースを発表するための世界的な記者
会見を開催しました。2つの取引が同時にライバル会社と
競合してゴールラインを越えるほど幸運であるならば、こ
れは素晴らしい機会ですが、複雑に絡み合う利害関係

者においては驚く内容は避けたいものです。関係者は皆、
関与している案件についてニュースで初めて知りたくは
ありません。会社側から直接伝えてもらいたいのです。
多数のディールメーカーが関与している場合は、そうし
た情報を正しく管理することが重要です。

教訓

特にこのような数字を扱う場合、ゴールラインを越えて取
引を行うことは簡単なことではありません。私のアドバイ
スは、チャンスを利用することであり、ディールのタイミン
グを決めようとしないことです。医療のキャリアを通じて、
私は、設備の整った分娩室から予期せぬ場所に至るまで、
あらゆる環境でたくさんの出産を手助けしました。赤ちゃん
が生まれるタイミングを決めるのは不可能なことなので、
ただ、生まれてくる赤ちゃんを取り上げるだけなのです！
ディールにも同じことが言えます。可能な限り最高の環境
でディールを提供し、たまたま双子が生まれたなら、それ
は忘れがたいものになるでしょう。

エーザイとのディール – 逆境から逆転勝
利する方法
状況

時に、最高のディールが目の前にあり、別のディールパー
トナーの課題を解決さえすればいいことがあります。世
界で事業を展開し70億米ドルの収益を上げる日本の医
薬品メーカー、エーザイは、エリブリンと呼ばれる治療薬
を所有し（商品名はHalaven）、これは米国で乳がん治療
の第三選択薬となっています。エーザイは第III相臨床試
験の公式声明を発表したものの、第二標準治療薬との
接戦となり、わずか数日の差で達することができません
でした。我々は、主要な臨床的エンドポイントが2週間以
内に迫っていることを話していました。これらの見出しを
読むときの反応がいくつかあります。1つ目の反応は、それ
らを読み、すぐに忘れる。別の反応は、それらを適用しよう
とすることで、私たちはそれを行いました。Halozymeの第
III相臨床試験では、腫瘍の微小環境を変化させ、より多く
の薬物を腫瘍に到達させることができる生物学的製剤を
所有していたため、興味深いと考えました。

実際に何が起こったか 

我々は、エーザイに同社のHavalenと当社のPEG-PH20と
を組み合わせることを申し出て、乳がんにおける発症経
路の臨床試験を提案しました。 多くの場合、ディールは、
ただ待っているだけでは膝の上に落ちてきたり、向こうか
らやってくるものではありません。戦略的に機会を狙う必
要があります。このケースでは、臨床試験の結果が費用分
担の臨床試験協働ディールの準備に役立ちました。ディ
ールパートナーの問題を解決したり、相手の事業活動を
理解することで、自分たちに有利な牽引力があることが
見えてくるでしょう。 
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教訓

使用許諾ライセンスを取得する際には、未解決事項を解
決する機会を模索してください。ディールパートナーに対
して何らかの価値を生み出すことができれば、ディールの
成立の可能性も高くなるでしょう。また、悪いニュースは
必ずしもマイナス要因でなく、時には良い知らせとなる可
能性があります。この事例以前には、Halozymeに関して、
エーザイとの臨床試験に関する開発提携はなかったも
のの、良好な展開と戦略的根拠がその道を開き、迅速な
成立を促したのです。

Medtronic Diabetes – 地元のヒーローになる
状況

小さな取引が最も努力を要するという一般的な考え方
は当たっています。しかし、そうした小さな取引が、時に
は信じられないほどの信用価値をもたらし、企業を地元
のヒーローのようにすることがあります。私がMedtronic 
Diabetesの最高戦略責任者であった当時、会社は世界で
最も先進的なインスリンポンプとグルコースセンサーシ
ステムを所有していました。他企業の要求に応じて、自社
のシステムを使用して薬剤や機器をテストすることがで
きました。これらの取引は、およそ100万〜300万米ドルの
小規模なものでしたが、当社の科学者は、計画にはなか
った新技術に関する業務を請け負いました。それは治験
的なもので、ほとんど公開もされないものでした。そして、
その業務の対価を受け取りました。 

実際に何が起こったか

例えば、6〜8人で研究所を運営している主任科学者が
100万ドルの資金を受け取った場合、その予算は大幅に
改善されます。そして次の2つの強みが科学者にもたらさ
れます。1) 新技術を試験する機会を得ること、2) 新しい設

十分に設備の整った研究所と最先端の外部技術を利用
することができるのです。 

教訓

多くの場合、私たちはディールメーカーとして、創造され
た株主価値、取締役会役員、および経営幹部の同僚を
重視します。しかし、時には会社のバックボーンを支える
科学者のために直接動くこともできます。特に複雑なラ
イセンスや大規模なM&Aの場合、必要な技術的事項に
関しては、常に物事を求めるのではなく、R&D部門にサ
ービスを提供して信頼関係を築くことで、結果的には非
常にうまくいくものです。 ディールメーカーであれば、
それが成功の鍵となり得ます。 

Kyan Therapeutics – インセンティブの共有
状況

現在私は UCL Aのバイオ医薬品スピンアウト企業、 
TretheraのCEO兼会長を務めていますが、中小企業に
おいて理解できることの1つは、プロジェクトの規模が変
わっても、医薬品研究のための興味深いモダリティにア
クセスする必要があるということです。私たちにとって、 
現在それは、医薬品開発のリスクを軽減するために展
開されているAI（人工知能）アプリケーションとなります。
これは単に、試験管内で薬剤を振って、マウスに注入す
るだけでは十分ではありません。最近では、さらに技術
的で複雑性が増し、集中力が必要になってきています。 

実際に何が起こったか

TretheraのCEO就任直後に私がとった行動の1つは、
最先端のファジィ理論とアルゴリズムに取り組むシ
ンガポールを拠 点とするA I医 薬 品 開 発 会 社、Kya n 
Therapeuticsとの共同開発契約に署名することでした。
私たちは、これをいくつかの方法で実施しました。ありが
たいことに、Kyan社で調整されていた化学療法AIを利
用していた患者さんと知り合い、彼は偶然にもTrethera
の重要な株主でもあったのです。彼はTretheraとKyan社の
仲介役となり、特に中小企業のディールにはつきものの、
初期問題に直面したときも助けとなってくれました。 

教訓

中小企業は、大企業よりも資金が少ない可能性があり
ますが、その結果、大企業と同じことをするための創造
的な方法を学びます。私たちは、合意したタスクに混合
資本を提供することに加え、Kyan社とシェアオプション
のインセンティブプログラムを導入しました。 ストックオ
プションを介してディールパートナーの成功を会社の成
功に結び付けると、プロジェクトの完了を後押しします。 
今では、成功率を予測し、開発経路の選択を合理化する

備を購入すること。これら2つは、科学者が専門知識を活
用して（このケースでは人工膵でしたが）、部門の予算を
強化できる企業と協力することにより可能となります。 
そして、Sanofi-Medtronic共同開発アライアンスを発表し
たときのように、他の当事者との大きなディールを成立
させるときに、科学者らはすでにプロジェクトに参加し、 

ディールは数字や財務上のものだけではあり
ません。実際に関係者を巻き込み、こうした状
況を管理しなければなりません。関係者を無視
すると、自尊心や感情が傷つき、ダンスの相手
がおらず一人とり残されるかもしれません。」

「
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独自のAIシステムを使用して、複数の腫瘍タイプで必要
な作業を行えるようになりました。

緊密なパートナーに株式によるインセンティブを提供する
と、パートナーに大きな所有権が与えられ、潜在的な利点
も計り知れないものとなります。誰もがホッケースティック
曲線のような成長を探し求めています。そのような成長機
会の提供は、コストを重視した方法で事業を成し遂げられ
るようにするためのモチベーションとなり、予想しなかった
新しい扉を開くことさえあります。Kyan社により、当社は現
在アジア地域の医療システムへの関与が増し、同社は、医
薬品開発というこの課題の多い分野において最も優れた
ソートパートナーの一社となりました。ベンダーをパートナ
ーに、パートナーをソートパートナーに変えることは、すべ
ての中小企業が積極的に検討すべき事項です。

このインタビューはSS&Cイントラリンクスのカイル・ 
ソーダーズが行いました。カイル・ソーダーズは、西海岸
における企業開発、法務および財務チームを支援し、 
ディールソーシング、M&A、経営統合（PMI）活動の促進と
確保を担当しています。西海岸地域の企業との協働経験
に富み、ビッグデータ分析、分散システム、大規模な機械
学習に関する戦略を構築しています。

ディールに関する知見はこちらから：

ディールに関する知見はこちらから：

www.intralinks.com/jp/insights
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SS&Cイントラリンクス ディール・フロー・プレディクター

お近くのイントラリンクスの拠点情報： 
www.intralinks.com/jp/contact

SS&Cイントラリンクス ディール フロー・プレディクターは、任意の期
間に世界中で発生した初期段階のM&A活動水準に関するSS&Cイン
トラリンクスの考えを提供するものです。本レポートに記載されている
統計データは、アセット売却、部門売却、プライベートエクイティ・プレ
ースメント、資金調達、キャピタルレイズ、ジョイント・ベンチャー、アラ
イアンス、パートナーシップなどの取引提案に関するデューデリジェン
スの実施のために、SS&Cイントラリンクス、または他の提供業者を通
じて開示された、あるいは開示を提案されたバーチャルデータルーム

（VDR）サービスの件数を基にしております。これらの統計は、VDRマ
ーケットにおける弊社のシェア、あるいは市場の需要の変化による調
整を行っておりません。これらの統計は、市場データ提供業者が報告
する取引完了件数とは関連がありません。また、任意の期間において
最終的に実現した取引件数およびSS&Cイントラリンクスが任意の会
計期間に発生させる収益またはM&Aディール件数を示すと解釈され
るべきものでもありません。SS&Cイントラリンクス ディール・フロー・
プレディクターが将来的な取引完了の兆しを暗示しているものについ
ては、デューデリジェンスから取引完了までの段階にあると想定され
るディールの割合に基づいています。また、市場データ提供業者によっ
て提供された公表M&A取引に関する統計数値は、上記とは異なる種
類の取引を基にしてまとめられている可能性があります。

弊社は、SS&Cイントラリンクス ディール・フロー・プレディクターの予
測力を検証するため、SS&Cイントラリンクス ディール・フロー・プレデ
ィクターを基盤としたデータとリフィニティブ社がその後発表する公表
済みディール件数のデータを比較し、経済モデル（線形回帰モデルの
概算に適した標準的な統計的手法を使用）を構築し、2四半期先に発
表されるM&Aディール件数（リフィニティブ社の発表データ）を予測し
ます。弊社は、独立系の統計コンサルティング兼データサイエンスリサ
ーチ会社、Analysis & Inference (A&I) に、本モデルの分析、反復実験、
評価を依頼しました。A&Iの分析によると、SS&Cイントラリンクスの予
測モデルには統計的に有意な連動性が認められ、SS&Cイントラリン
クス ディール・フロー・プレディクターを6カ月後にリフィニティブ社の

発表する公表済みディール件数の統計的に有意な予想指数とみなせ
る確率は99.9%以上に達しました。 弊社は今後も第三者による統計
分析を定期的に行い、SS&Cイントラリンクス ディール・フロー・プレデ
ィクターに将来的なM&A活動の予測指標としての有効性があるか否
かを確認していく予定です。

SS&Cイントラリンクス ディール・フロー・プレディクター・レポートは、
情報提供のみを目的として現状有姿のまま提供されています。SS&C
イントラリンクスは本レポートの内容の適時性、正確性、または完全性
に関するいかなる形態の保証も行いません。 本レポートは、限定され
た種類の取引についてSS&Cイントラリンクス、または他の提供業者の
VDRのプラットフォーム上で現在実施されているか、実施を提案され
ているデューデリジェンス活動に関するイントラリンクスの見解および
主観的解釈に基づくもので、これまでの、または将来的なイントラリン
クスの経営成績や業務実績の指標とすることを意図したものではあ
りません。本レポートは投資に関するアドバイスの提供や、いかなる投
資取引の勧誘も目的としていません。

SS&Cイントラリンクスについて
SS&Cイントラリンクスは、グローバルバンキング、ディールメイキングお
よびキャピタルマーケットコミュニティ分野における金融テクノロジー
のリーディングプロバイダーです。バーチャルデータルームのパイオニ
アとして、SS&Cイントラリンクスの技術は、M&Aやキャピタルレイズ、投
資家レポートといった戦略的イニシアティブに欠かせない安全かつ安
心な情報の交換を促進し、業務の効率化、リスクの低減、クライアント
エクスペリエンスと可視性の向上を図ることでこれらの活動を支援し
ています。Fortune 1000企業の99%以上が利用する弊社のプラットフォ
ーム上では34兆7,000万ドル相当以上の金融取引が行われています。 
 

詳細は、intralinks.com/jpをご覧ください。

「SS&C Intralinks」およびIntralinksロゴは、SS&C Intralinks, Inc.の登録商標です。また、本レポートでは、登録商標である
かの確認をすることなく、他社の商号および商標を参照している場合があります。SS&Cイントラリンクス ディール・フロー・
プレディクターは、私的かつ非営利目的にのみ使用可能です。本レポートの内容を、SS&Cイントラリンクスの許可なく複製、
配布または発表することを禁じます。SS&Cイントラリンクス ディール・フロー・プレディクターの内容の再発行に関する許
可については、info@intralinks.comまで電子メールにてお問い合わせください。 

本レポートに記載されているリフィニティブ社のM&Aディールレポートや公表済みディールのデータは使用許可をいただ
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